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８
月
２０
日
、
申
第
２
号
「
基
本
協
約

改
訂
並
び
に
職
場
諸
要
求
に
関
す
る
申

し
入
れ
」
に
基
づ
き
、
第
１
回
団
体
交

渉
を
行
い
、
今
期
の
「
基
本
協
約
」
改

訂
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

の
労
使
交
渉
・
協
議
に
よ
っ
て
、
組
合

員
の
想
い
に
応
え
る
多
く
の
成
果
を
生

み
出
し
て
き
た
。
昨
年
の「
基
本
協
約
」

改
訂
交
渉
に
お
い
て
は
、
協
約
等
の
改

訂
と
し
て
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

拡
大
」、「
昇
格
試
験
に
お
け
る
欠
勤
期

間
の
取
扱
い
の
変
更
」、「
職
名
（
副
保

健
長
）
の
新
設
」
が
示
さ
れ
、
制
度
等

の
改
正
と
し
て
「（
非
現
業
に
お
け
る
）

ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
」、「
新
幹
線

通
勤
の
区
間
拡
大
」、「
出
張
時
等
に
お

け
る
新
幹
線
指
定
席
利
用
の
変
更
」
、

「
勤
務
関
係
帳
票
類
の
変
更
」、「
エ
リ

ア
・
チ
ェ
ン
ジ
制
度
の
利
用
申
請
要
件

の
拡
大
」、「
社
員
持
株
会
の
見
直
し
」、

「
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
導
入
」、

「
技
術
開
襟
シ
ャ
ツ
の
見
直
し
」
と
し

た
、
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
や
、
組
合
員

の
利
益
向
上
に
資
す
る
多
く
の
成
果
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
交
渉
過
程
に
お
い

て
も
「
接
客
ベ
ス
ト
の
取
扱
い
変
更
」

等
の
成
果
を
得
た
。

一
方
で
、
こ
れ
で
全
て
の
課
題
が
改

善
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

通
過
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
全
職
場
総
対
話
行
動
や
、
各
級

機
関
の
定
期
大
会
等
を
は
じ
め
と
し
た

諸
活
動
の
中
で
寄
せ
さ
れ
た
多
く
の
組

合
員
の
本
音
、
建
設
的
な
意
見
・
要
望

か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
諸
課
題
や
改
善

が
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

労
使
交
渉
・
協
議
を
通
じ
て
解
消
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
り
わ
け
、
急
速
に
進
む
社
会

変
容
に
対
応
す
る
柔
軟
な
働
き
方
や
、

誰
し
も
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
る

環
境
整
備
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
も
、
中

期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｅ

⇒

２
０
２
７
」
の
中
で
私
た
ち
が

め
ざ
す
会
社
の
姿
と
し
て
掲
げ
た
政
策

提
言
「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ビ
ジ

ョ
ン

⇒

２
０
２
７
」の
前
進
を
図
り
、

「
将
来
に
わ
た
る
会
社
の
発
展
と
社
員

・
家
族
の
幸
せ
実
現
」
に
向
け
た
粘
り

強
い
交
渉
を
展
開
し
て
い
く
。

９
月
中
旬
の
回
答
引
き
出

し
に
向
け
、
全
力
で
団
体
交

渉
に
臨
み
ま
す
！

引
き
続
き
檄
布
・
檄
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
檄
色
紙
を
通
じ
た
、
組

織
一
体
と
な
�
た
取
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
！
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